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叢

混
合
勘
定
に
閲
す
る
一
考
察

勤
労
所
得
r
L

封
す
る
課
税

貞
一
字
以
後
長
崎
山
支
那
貿
易
ι
就
い
て

租
税
責
措
及
び
雑
費
の
岡
際
比
較

説

苑

重
農
串
祇
の
人
口
論

明
治
一
初
年
に
於
り
る
大
阪
通
商
曾
枇

雑

録

伊
太
利
以
貯
蓄
鋭
行
制
皮
改
正
投

佐
町
介
石
の
舶
来
日
川
排
斥
出
辿
副

ι
h
A
申

k

t
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1

ル
凶
貼
'
坤

1
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ilI~ 
I 

料
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仰
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料
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上
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l

r

F

川
市
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L
i
岬
γ
i

i
t
J
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上

野

神

戸
矢
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野

汐

見
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捕
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仰
闘
重
血
凪
帥
宇
一
似
の
川
現
庭
前
の
同
国

ω所
諦
人
口
論
な
る
も

ω
は
、
人
口
増
加
謡
歌
論
で
あ
っ
た
。
而
し
て
此

諭
の
由
来
す
る
蕗
は
、
一
一
七

0
0年
り
叩
業
頃
は
戦
乱
相
継
ぎ
・
攻
防
共
仁
兵
士
を
要
す
る
ζ

ご
多
〈
‘
人
口

の
厚
務
は
勝
敗

ω
一
決
定
原
因
た
り
し
事
質
よ
ち
生
す
る
政
治
論
・
軍
事
論
。
二
桂
昌
時
、
英
国
を
中
心
ご
せ
る
重

商
主
義
が
金
銭
を
以
て
富
な
り
ご
す
る
に
反
劉
し
、
人
口
そ
の
も
の
が
富
な
る
こ
ご
を
主
張
せ
ん
ご
す
る
経
済

論
。
の
二
つ
で
あ
っ
た
。
共
結
果
、
此
一
似
の
論
者
は
唯
一
方
的
に
人
目
的
増
加
を
主
張
L
た
る
た
め
世
に
人
口
論

者
宮
司
d
F民
E
貯
庁
な
る
名
和
を
獲
す
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

比
単
純
な
る
人
日
論
者
に
封
し
て
反
駁
せ
ん
ご
し
て
起
ち
た
る
も
の
が
重
農
皐
振
の
人
口
論
で
あ
る
が
、
省
時

の
備
蘭
西
は
、
一
ヨ
Y

4

ァ
の
工
業
重
頑
政
策
の
た
め
・
都
市
に
漸
〈
工
場
工
業
の
勃
興
ご
な
h
、
従

τ人
口
の

置
農
串
扱
由
人
目
前

言主

重

農

墜

抵
f事

111: 

苑

の
日

人

安E日

両市

第
二
十
七
巻

h川
叫

七
O 

rl 

lE 値

P
E曲
師

太

js 
λ 
五

Weulersse， Le lmOVen、entphysiocratiqne en Fnmce de 1756 a 1770. 
Tome 11. 1910. p. 269 
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設

苑

λ
六

七
O
二

都
市
集
中
の
勢
を
馴
致
し
、
人
々
農
村
を
来
て
、
工
業
勢
働
者
た
ら
ん
ご
せ
し
事
、
二
コ
F

4

ァ
は
夏
仁
之
等
の

工
業
捗
働
者
の
生
活
を
安
易
な
ら

L
め
ん
が
に
め
、
農
作
物
、
殊
に
穀
物
便
格
を
低
下
せ
し
む
る
政
策
を
採
ち
た

る
こ
ご
、
三
戦
乱
の
た
め
常
備
軍
を
要
す
る
こ
さ
多
〈
、
農
村
青
年
を
徴
集
L
、
農
村
の
縦
擁
的
活
勤
力
を
殺

げ
る
こ
吉
、
問
租
税
は
政
府
の
恋
意
に
よ

h
て
改
肢
せ
ら
れ
、
農
業
投
下
資
本
に
謝
し
て
他
よ
り
も
重
量
課
税
を

な
し
た
る
た
め
、
農
業
資
本
が
繍
今
引
上
げ
ら
晶
、
に
至
っ
た
こ

E
O

以
上
の
諸
事
情

ωた
め
農
村

ω人
口
は
稀

務
芭
な

h
、
農
民
の
疲
弊
は
甚
だ
し
(
此
催
で
は
仰
統
的
に
優
秀
の
美
を
誇
っ
た
仰
閥
農
民
も
滅
巳

ω他
な
き
欣

践
で
あ
っ
た
。
此
時
代
の
背
景
は
働
問
岡
西
に
特
に
重
農
事
減

ω経
済
同
学
を
後
生
せ
し
む
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る

が
、
以
上
の
諸
事
怖
を
考
慮
し
之
が
封
策
を
講
じ
、
進
ん
で
小
山
属
よ
h
も
大
農
を
奨
胤
し
、
共
他
微
細
な
る
農
業

技
術
論
に
及
ん
だ
も
の
が
此
況
の
首
明
者
ゲ
ネ
!
の
「
小
作
人
論
」
(
一
七
五
六
)
及
び
「
穀
物
論
」
(
一
七
五
七
)
で
ゐ

る。

責
鹿
島
一
眼
目
人
口
論

第
二
十
七
替

第
五
現

以
上
の
如
き
農
村
疲
弊
ゆ
枇
曾
紋
服
ぞ
腕
先
制
剖
象
ご
し
て
出
品
M
Lた
貧
農
民
寸
派
の
経
済
皐
は
人
口
に
制
到
す
る
考

察
を
重
要
項
目
Z
し
た
・
』
正
は
理
の
賞
然
で
あ
る
。

以
下
、
此
振
の
重
要
な
る
人
物
た
る
グ
ヰ

l
z
ミ
ラ
ポ
1

Z
の
人
口
論
を
考
察
す
る
で
あ
ら
う
。
乍
然
必
に
一

言
し
た
き
は
此
二
人
ご
も
各
柿
の
著
者
、
論
文
に
人
口
に
闘
す
る
意
見
を
断
片
的
に
後
表
せ
る
も
の
あ
る
が
た
め

之
等
を
考
設
す
る
は
煩
讃
で
あ
る
か
ら
、
ケ
キ

1
に
就
て
は
人
口
に
闘
す
る
最
も
纏
ま
れ
る
論
文
に
し
て
、
長
〈

原
稿
の
位
保
存
さ
れ
近
年
迄
公
表
百
れ

y
h
し
図
。
自
自
由
・
ミ
む
に
よ
・
り
、
ミ
ラ
ポ

1
に
就
て
は
「
人
聞
の
友
」
第

一
審
(
一
七
五
六
)
(
註
)
に
専
ら
依
醸
す
る
こ

Z
、
す
る
。

Quesnay， Fermiers et Grains. Oeuvres. J88B. p. 159 ff et 193 ff. 

Quesnay， L'article Hommes 1757; Mirabeau， L'Ami des hOll1mes. Avïg~ 
JlOTI. 1756. 
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(
陸
)
ミ
ラ
ポ
ー
の
「
人
岡
山
支
」
に
就
て
、
常
時
自
責
農
串
眠
中
、
有
名
な
る
文
献
車
者
ロ
品
。
ロ
神
宮

ZOBOZω
は
一
七
亙
七
年
の
中
頃
に
前
三

告
が
出
版
さ
れ
、
笠
一
七
五

λ
年
に
第
四
容
が
、
共
に
巴
盟
山
口

E〈
O
Z
E司

U
E吊
街
由
山
版
業
出
。
吉
田
口
問
か
ら
出
版
さ
れ
た
(
門
町
宮

耳切

ι
o
p
n
E
E可
阿
国
窃
司
副
包
よ
主

と
-
五
ワ
て
ゐ
る
が
、
私
成
本
第
一
巻
は
そ
れ
よ
り
以
前

-
t五
六
年
刊
行
て
あ
り
、
部
も
遊
行
は

巴
虫
で
な
〈
市
仰
胸
間
7
グ
d
q

昌
オ
ン
で
あ
る
、
此
動

E
挺
問
と
し
て
考
詮
家
自
殺
を
乞
ふ
。

一一

人

口

論

ケ

ネ

の

ケ
ネ

I
の
人
口
論
な
る
も
の
は
別
に
一
篇
を
成
す
も
の
で
は
な
〈
、
何
等
組
織
立
っ
た
も
の
で
は
な
い
の
で
彼

の
諸
論
文
中
よ
り
人
口
に
閲
す
る
意
見
を
摘
出
す
る
の
他
な
き
も
の
ご
従
来
考
え
ら
れ

τゐ
た
、
現
に
「
人
口
論

の
隠
史
」
を
著
せ
る
叫
ノ
オ
Y

大
卒
の
。
コ

y
ナ

l
p
教
授
的
如
、
き
も
斯
〈
云
つ

τゐ
る
。
ケ
ヰ

1
全
集
の
み
に
よ
っ

て
グ
ヰ
l
の
人
口
論
を
知
ら
ん
己
す
る
者
に
は
以
上
の
方
法
以
外
に
は
な
い
の
で
ゐ
る
が
、
果
然
全
集
日
公
刊
の

後
、
ゲ
?
ー
が
特
に
人
口
論
を
過
ぺ
た
原
稿
が
畿
見
さ
れ
た
、

一
人
八
九
年
、
彼
の
経
済
去
の
後
見
者
ピ
同
一
人

戸
市
此
は
巴
盟
の
閥
氏
周
書
館
田
区
一
c
P
2
5
E
r
E
F
の
原
稿
の
部
〉
古
庄
司
5
2

z。・
H
U
0
0

に
於
て
畿
見
し
た
の
で
あ
る
が
、
此
原
稿
は
一
1

経
済
及
び
一
祉
曾
準
設
史
雑
誌
」

の
創
刊
鋭
(
一
九

O
八
)
に
掲
げ
ら
れ
て
ゐ
る
・
以
下
此
雑
誌
に
掲
載
苫
れ
た
も
の
じ
よ
っ
て
ケ
キ
ー
の
人
口
論
を

略
越
す
る
。
(
詰
)

な
る
ウ
ノ
ヰ

1
v
ω
入、

バ
ク
z

E
U
Z
ぐ己目。“

出町内
w
口
町

ωEmm凶・

(
匙
)

此
原
稿
は
仙
幽
革
命
時
代
田
着
地
家
叶
床
。
℃
百
円
。
》

F
E
R
氏
の
所
寂
す
る
露
で
あ
っ
た
が
、
闘
民
闘
書
館
が
買
入
れ
た
も
の
て
、
虞
々
日

鼠

苑

λ 
七

前
直
問
中
波
白
人
口
論

第
二
十
七
巷

七

O
=

一
第
五
掛

Gonnard， Histoia des doctrines de la population. 1923. P・165・
L'article Hommcs de Quesnay， Revue d'Histoire des doctrines econo~ 

rniques et socialeSi. 1 ann包 1908.
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設

第
二
十
ヒ
巻

バ‘p、

宛

抵
山
師
事
抵
白
人
口
論

七
O
凶

第
c
q

腕

綴
字
の
棋
が
あ
る
ζ

と
か
ら
、

之
は
誠
か
ピ
櫨
寓
し
た
も
由
ピ
、

鼎
も
ケ
ネ

l
白
校
闘
を
組
て
な
い
・
も
の
で
あ
ら
う
と
討
ふ

0
3
n
r
o
=
P
H
H

品。
n向。耳

Q
2
5ヲ
甘

巳
M
)

此
本
来
。
原
稿
口
ケ
ネ
I
J
m
一
七
五
七
年
に
執
筆

L
同

2
1
E官
注
目
。
に
嶋
輔
す
る
替
の
品
、
此
叫
岬
占
耳
目
公
刊

ポ
巾
止
さ
れ
た
白
.
て
坐
L

(
ケ
ネ

1
0
手
に
死
相
概
さ
れ
て
ゐ
た
の
-
て
あ
る
が
へ
ロ
ロ
日
v
o
p
n
ι
o
Z内
自
o
z
a・
同
志

E
Z口九
2
ι
z
E
n
o
a諸
国

?

?

甘
・
リ
ハ
凶
目
口

O
F
5
5
h戸〕
F
O
O
Z
〈同日・日】

H
m
M
l
自
国
凶
)
共
絹
布
術
不
明
と
な
ワ
た
も
の
で
あ
る
。

抑
も
人
口
は
間
半
純
な
る
人
口
増
加
組
激
論
者
ゆ
稲
ふ
る
如
〈
、
何
等
の
前
提
も
な
〈
無
陥
に
増
加
し
得
る
も
の

で
は
な
い
、
人
口
増
加
は
倒
民

ω
所
得
の
増
加
古
比
例
す
る
も
の
で
ゐ
る
、
閥
民
的
所
得
は
印
も
官
を
意
味
す
る

か
ら
、
人
口
は
富
己
比
例
L
て
増
加
す
る
ご
一
耳
へ
る
。
而
し
て
富
は
他
の
人
々
(
司
両
主
暫
脊
)
の
主
張
す
る
如
き
金

銭
的
額
で
は
な
い
、
金
銀
山
り
額
は
異

ω富
の
竿
を
も
示
す
も
の
で
は
な
い
、
臭
の
宮
己
は
年
々
の
所
得
の
集
積
で

あ
h
、
所
得
の
畿
生
は
農
業
生
産
に
よ
る
純
牧
入
官
。
ι
E
作
ロ
且
に
基
(
、
人
口
は
此
所
得
又
は
奥
山
富
の
存
在

を
前
提
ご
し
て
初
め
て
増
加
!
得
る
も

ωで
あ
る
。

此
ク
ヰ
!
の
人
口
増
加
の
前
提
は
約
四
十
年
後
に
会
じ
さ
れ
た
T

Y

サ
戸
人
口
論
め
第
一
版
の
彼
の
有
名
な
一
一

大
前
提
の
一
つ
、
部
も
人
聞
の
存
在
に
は
食
糧
の
存
在
を
必
要
僚
件
、
己
寸
げ
る
己
云
う
を
既
仁
夙
〈
道
破
せ
る
も
の

で
ゐ
っ
て
、
此
論
旨
は
叉
ヶ
ヰ

l
全
集
の
蕗
々
に
見
ら
る
、
露
で
あ
る
が
此
駄
を
力
説
す
る
人
は
ケ
ネ
ー
を
以
J
L

T

U

F

サ
旦
人
口
論
的
磁
石
を
置
〈
も
の
ご
さ
え
云
っ
て
ゐ
る
。

き
て
蛍
時
の
仰
山
側
面
の
人
口
は
十
八
世
紀
初
頭
仁
至
る
約
百
年
間
或
千
四
百
高
を
上
下
I采
っ
た
の
で
あ
る

が
、
十
人
世
紀
に
な
る
ご
裳
仁
戦
守
ご
宗
教
上
め
座
迫
百
に
ょ
っ

τ俄
然
人
口
の
減
退
を
生
じ
・
此
世
紀
の
中
莱

に
は
ヶ
ヰ

1
の
計
算
仁
よ
る
ご
千
九
百
五
十
高
ど
な
っ
た
、
然
る
に
英
国
は
之
亦
ケ
ヰ
ー
の
計
算
に
よ
れ
ば
英
蘭

Q'記snay.Hommes. Revue. p'_ 14 
Malthus. AII Essuy 011 thヒ prillcipleof population. 1798. ed. by Bonar. 
1936. p. l! 
Quesnay_ Oe凹 res.p. 187- 2~6. 2~. et~. 
~;pann ， -Die Haupttheorien der Volkswirtschaftslehre. 1923目 S.40・
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七
百
高
、
蘇
椛
蘭
二
百
五
十
高
・
愛
蘭
百
五
十
高
で
合
計
千
百
高
に
過
ぎ
な
い
、
今
も
し
英
仰
雨
困
民
の
所
得
を

等
し
ご

L
た
な
ら
ば
、
応
較
的
人
口
多
吉
備
繭
西
は
行
政
上
に
於
て
、
叉
軍
事
上
に
於
て
出
費
が
そ
れ
だ
け
多

(
.
結
局
、
園
民
の
富
は
人
口
少
旨
英
国
の
下
位
に
立
つ
、
車
純
な
人
口
増
加
謡
歌
論
者
の
希
望
す
る
如
〈
無
暗

に
人
口
が
増
加
す
れ
ば
、
行
政
上
の
出
費
、
徒
ら
に
増
加
し
関
宮
の
減
少
ご
な
る
、
人
口
の
増
加
そ
の
も
の
を
以

て
岡
宙
の
増
加
な

b
t
見
る
が
如
き
は
謬
見
も
亦
甚
し
き
も
の
で
あ
る
、
況
ん
や
人
口
内
増
加
は
所
得
的
増
加
を

必
要
保
件
ご
す
ぺ
〈
、
所
得
的
増
加
無
く
し
て
人
口

ωみ
靖
殖
せ
し
め
ん
己
企
闘
す
る
は
自
然

ω法
則
を
破
る
も

の
仁
し
て
縦
割
に
不
可
能
な
る
じ
於
ー
お
や
で
ゐ
品
。

斯
〈
0
・Z
7
1
は
人
口
増
殖
よ
り
も
共
依
件
た
る
闘
官
充
貸
の
先
づ
行
は
れ

F
る
べ
か
ら
玄
る
事
を
主
張
す
る
の

で
あ
る
が
・
常
時
の
仰
蘭
両
に
於
て
岡
宮
充
賀
山
最
大
障
害
や
錯
す
も
の
は
戦
乱
に
基
く
軍
備
の
傭
張
で
あ

h
、

農
村
青
年
の
徴
畿
に
よ
る
農
村
の
荒
廓
で
あ
る
、
彼
は
日
〈
軍
隊
は
倒
防
の
器
具
で
ゐ
る
、
此
叫
耐
具
を
働
か
す
も

の
は
閣
官
で
あ
る
、
此
背
最
た
る
閥
宙
を
加
唯
一
秘
し
て
・
田
平
仁
戦
守
の
み
を
揃
〈
膝
史
家
ゐ
b
ご
す
れ
ば
、
ぞ
は
具

の
師
腔
庇
を
傍
ふ
る
も
め
で
は
な
い
、
否
一
歩
進
め

τ云
へ
ば
勝
利
の
原
因
は
岡
宮
内
如
何
仁
あ
る
。
此
論
旨
仁
於

て
?
?
ー
が
唯
物
史
観
内
片
鱗
を
一
不
せ
る
を
覗
ム
ニ

t
を
得
品
。
百
工
酔
同
時

ω仰
蘭
閥
的
常
備
軍
は
六
両
人
で
六

年
兵
役
で
ゐ
る
が
、
真
じ
六
年
間
に
於
け
る
補
柏
駅
ご
し
て
二
高
人
を
要
す
る
か
ら
合
計
八
高
人
の
青
年
を
要
す

る
、
而

L
て
此
兵
役
制
度
は
三
十
年
以
前
よ
り
施
行
色
れ
来
っ
た
か
ら
‘
ゲ
ヰ

1ω
計
算
に
よ
れ
ば
此
間
三
十
高

人
の
肯
年
が
結
焔
hr
ら
阻
止
さ
れ
、
其
結
果
一
家
族
平
均
四
人
ご
し
て
、
三
十
高
戸
・
印
も
百
二
十
高
人
の
人
口

増
加
が
該
兵
役
制
度
に
よ
っ
て
阻
止
さ
れ
た
こ
ピ
に
な
る
、
斯
〈
て
ゲ
ヰ

1
は
長
期
間
的
兵
役
制
度
が
人
口
増
加

説

苑

λ. 
丸

第
ニ
十
七
巻

七

O
五

頭
農
串
抵
由
人
口
論

第
五
貌

e
 

d
 
n
 

・
4

5

勾〆

E

E

P

P

P

 

V
J
V
4
V
4
 

九

a
a

n

n

n

 

s
s
s
 

e

e

e

 

u
u
u
 

Q
Q
Q
 

)

)

)

 

0

1

2

 

1

1

1

 



説

苑

九
O 

軍
鹿
串
抵
白
人
口
論

第
二
十
七
巻

七
O
六

ぬ
伊
豆
柚
腕

を
阻
止
L
農
村
を
荒
廃
せ
し
む
る
理
肉
を
以
て
之
に
反
謝
し
、
且
つ
仰
協
商
の
岡
防

ω日
棋
は
英
幽
じ
め
h
、
新

興
狐
逸
は
同
宿
充
分
な
ら
F
る
た
め
仰
踊
西
内
政
に
あ
ら
守
、
而
し

τ英
国
は
海
軍
蹴
振
に
努
カ
せ
る
を
以
て
仰

蘭
両
も
亦
・
共
方
針
を
一
一
捜
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
、
一
昨
筑
り
燐
張
は
立
〈
背
後
に
商
般
の
活
搬
を
伶
ふ
か
ら
、
結
局
海
軍

の
失
ム
出
費
は
、
世
間
般
の
海
外
貿
易
に
よ
っ
て
償
ひ
得
ゐ
さ
云
コ
。
比
時
事
論
に
際
し
て
我
々
は
其
底
を
流
れ
る

一
見
せ
る
理
論

hr
俊
足
す
る
・
そ
れ
は
ゲ
ネ
ー
が
自
由
貿
易
論
を
主
張
せ
る
司
、
ピ
で
、
彼
は
ク
ロ
ム
ク
ョ
ル
の
航

海
保
例
に
瓦
封

L
、
商
業
の
繁
栄
は
白
自
己
、
共
地
の
踊
一
服
仁
好
都
合
な
法
律
の
制
定
に
あ
る
こ
正
を
辿
ぺ
、
商
品

の
有
無
相
通
り
自
由
た
る
べ
き
こ
ど
を
力
説
し
て
ゐ
る
。

7
子
ー
が
調
上
口
・
特
出
惟
.
関
税
等
を
初
L
、
自
向
鋭
守

t
自
由
貿
易
を
主
張
せ
る
貼
は
ケ
ヰ

l
全
集
中
の
多
〈

ω論
文
中
に
も
見
る
此
で
あ
る
が
、
彼
が
自
由
貿
易
論
を

主
張
す
る
に
至
っ
た
一
つ
の
理
由
宇
推
測
す
る
に
、
常
時
コ

F

4

ァ
の
工
業
重
税
政
策
の
た
め
、
工
業
保
誰
仁
偏

傾
し
、
都
市
持
働
者
の
生
計
安
易
の
た
め
、
穀
物
の
伺
批
引
を
低
下
せ
し
h
u

ゐ
人
匁
策
を
採
っ
た
こ
古
に
封
し
、
彼

は
農
村

ω立
場
よ
h
之
に
反
謝
L
、
償
州
怖
は
之
を
自
由
競
守

ω下
に
成
立
せ
し
む
べ
〈
、
も
し
人
錦
的
政
策
仁
よ

っ
て
園
内
に
於
て
不
蛍
に
廉
併
な
る
時
に
は
海
外
に
市
場
を
求
め
、
穀
物
の
倒
格
を
維
持
せ
し
め
よ
う
ご
考
え
た

か
ら
で
ゐ
る
正
思
は
れ
る
。

事
説
史
上
興
味
あ
る
事
は
ケ
ネ
ー
が
使
用
慣
伯

grz円
E
E
F
E
商
品
調
値

E-m日
乱
E
K
血
目

E
E自
己
目
立
2
或
は
腐
絡
宮
町
民
ご

ω匝
別
を
説
き
前
者
は
人
類
の
欲
望
Z
関
係
す
る
も
、
品
偶
者
は
人
類
の
意
思

よ
hd
濁
立
し
た
諸
事
情
に
よ
っ
て
濃
化
し
、
随
意
の
痕
値

a-E門
巳
宮
昨
日
目
日
で
な
い
こ
芭
を
逃
べ
、
真
に
前
者

の
例
ご
し
て
食
料
品
、
後
者
の
例
ご
し
て
ダ
イ
ヤ
毛
ン
ド
を
患
げ
た
貼
で
、
約
二
十
年
後
出
版
さ
れ
た
る
ア
ダ

叫

F
n
E
日
出
向

Quesnay. p. 20 
Quesnay.口euvreS.p. 4~'4. 553. 671 etc 
Quesnay， Hommes. p. 24・
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ム
・
月
ミ
ス
の
富
岡
論
が
雨
者
を
嵐
別
し
、
英
例
諮
問
ご
し
て
一
方
に
ダ
イ
ヤ
毛
ン
ド
、
他
方
に
水
を
患
げ
た
の
ご

食
料
品
ご
水
ピ
の
差
こ
そ
あ
れ
共
他
は
殆
ど
符
節
を
令
す
る
が
如
〈
で
ゐ
る
。
ヶ
キ
l
は
一
見
仁
一
歩
を
進
め
て
、

使
則
倒
値
正
腐
桁
又
は
交
換
償
値

2
-
E
H
d益
出
-m

ど
は
一
見
無
関
係
な
る
如
く
に
し
て
官
は
然
ら
す
、
仰
人
的

随
意
に
決
定
し
得
る
か
の
如
き
使
用
慣
値
は
交
換
腐
伯
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
の
で
、
例
へ
ば
殺
物
の
些
凶
に
基

因
す
る
殺
倒

ω騰
落
は
穀
物
に
劃
す
る
仰
人
の
使
用
似
佑
壱
規
制
し
決
定
す
る
、
北
(
出
陣
で
先
づ
考
人
民
お
針
象
ど
な

る
の
は
交
換
償
値
又
は
債
権
で
あ
る
ご
な
し
亡
、
使
用
慣
値
の
考
察
を
打
切
っ
て
債
格

ω碗
究
に
着
手
す
る
。

師
恨
格
は
山
U

同
の
交
換
り
割
合
を
貨
併
に
て
表
は
し
た
の
で
あ
る
、
然
し
此
貨
幣
》
商
業
の
道
具
で
あ
っ
て
宿
毛
り

も
の
で
は
な
い
、
一
因

ω官
は
交
換
し
得
る
財
の
豊
富
吉
北
一
正
満
傾
格
で
ゐ
る
。
彼
が
重
商
主
義
者
に
反
封
し

τ

金
銭
の
埜
を
官
で
は
な
い
ご
す
る
主
張
は
伎
の
詩
論
文
の
随
彪
に
俊
見
し
得
る
蕗
で
あ
る
が
、
彼
が
(
品
は
財
の
正

常
価
恨
絡
『
O
P

耳
目
討
に
於
て
成
h
立
つ
豆
一
向
う
其
正
常
欄
格
な
る
も

ωは
彼
に
よ
れ
ば
良
好
な
る
耕
作
ご
順
調
な

る
海
外
貿
易
の
下
に
於
て
決
定
さ
れ
る
債
椅
で
あ
る
、
一
時
的
に
大
な
る
利
潤
を
資
生
せ
し
む
乏
陥
債
の

Z
忌

は

宙
を
形
成
せ
な
い
、
ケ
牛

1
は
債
権
論
に
於

τ
一
般
的
抽
象
的
に
川
の
腐
叫
帽
を
論
宇
る
に
償
っ
て
も
不
知
不
識
の

聞
に
穀
物
の
煩
格
を
以
て
則
一
般
の
煩
格
を
代
求
せ
し
め

τゐ
る
の
で
・
此
問
に
も
彼
の
重
慶
思
想
が
覗
は
れ
る

が
、
一
時
的
樹
桁
を
排
し
て
正
常
問
問
仙
怖
を
主
張
す
る
黙
に
於

τ又
、
彼
の
思
想
の
根
底
た
る
自
然
の
秩
序
。
E
B

EZHOHω
考
を
見
る
E

』
ご
が
山
来
る
。

さ

τ以
上
越
べ
た
る
如
〈
、
ゲ
ヰ
ー
に
よ
れ
ば
一
図
の
宮
は
金
銭
の
量
で
は
な
〈
、
財
・
殊
に
穀
物
の
豊
富
ご

そ
が
正
常
備
格
を
維
持
し
て
ゐ
る
こ
ピ
で
ゐ
品
、
比
正
協
同
唄
格
を
維
持
す
る
こ
正
は
、
農
民
が
穀
須
山
4

騰
落
に
知
・

説

重
良
品
抵
の
人
口
論

苑

第
二
十
七
巻

七

o
t

第
五
磁

ブL
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Quesnay.日om，羽田 p. 25， OelLvres. p. 2J8. :<:39. etc 

16) 

17) 



殴

第
二
十
ヒ
谷

プL

吾首

震
農
血
早
川
幽
の
人
口
論

七
O
λ

第
五
披

閥
心
に
、
郎
ち
が
外
貿
易
に
よ
っ
て
穀
物
の
宿
給
を
調
節
す
る
ニ

E
に
よ
っ
て
急
激
な
る
殺
横
山
勝
務
を
常
に
防

ぎ
つ
、
、
其
生
産
設
を
俄
ひ
且
つ
正
設
な
る
利
潤
を
続
け
、
斯
〈
て
農
民
は
某
富
を
徐
々
に
増
加
L
行
〈
-
』
E
e
留
意

味
す
る
。
農
民
が
盤
か
で
ゐ
る
な
ら
ば
、
北
(
粕
川
本
期
せ
、
す
し
て
人
口
の
増
加
を
件
ふ
。
府
十
然
此
官
ご
人
口
ご
の
増

加
は
ニ
つ
の
前
提
を
必
要
正
す
る
‘
そ
は
経
済
活
動
の
自
由
吉
財
産
の
安
全
正
で
め
る
、
此
二
大
前
提
-
』
そ
は
資

本
主
義
経
泌
組
織
の
装
徒
で
ゐ
h
、
正
統
帥
半
振
を
初
め
、
所
前
資
本
主
義
経
勝
率
を
ま
践
す

ιも
の
、
一
公
理
ご
し
て

認
む
る
世
酷
で
あ
る
。
ゲ
ヰ
ー
は
此
ニ
大
前
提

ω下
に
富
の
増
加
が
先
行
保
件
古
な
っ
て
人
口
増
加
を
件
ム
ご
云
う

が
、
此
先
行
保
件
は
単
に
官
そ
の
も
の
、
増
加

ωみ
で
な
〈
首
百
品
l
此
富
の
用
法
正
、
並
び
に
人
聞
の
用
途
如
何

が
保
件
ど
な
る
の
で
あ
る
o
F
.
R
n
E
E
3
2円

ι
o
U
B司
巳
色
。
ロ

ι
S
g
ι
E
E
2
0日
E
H
品

0
2
2
5目白
O
B
O
E

nHE
止の

-
M
E
M
E
-
ι
0
3目
立
。
一
且
2
F
O日
目
呂
且
仏
0
5日間
UH。
町
内
同
自
口
n
F
2月
ω

如
何
に
由
民
が
増
加
す
る
も
・
そ
が

脊
修
的
に
費
消
苫
れ
、
人
民
が
戦
争
、
其
他
的
苦
役
仁
使
用
古
る
、
時
は
、
必
然
に
人
口
増
加
を
蔚
す
も
の
で
は

な
い
。
然
ら
ば
宙
芭
人
口
ご
セ
如
何
に
使
用
す
べ
き
か
、
ケ
ヰ
ー
は
勿
論
之
を
農
業
生
産
に
使
用
す
べ
き
ζ

E
を

主
張
す
る
・
国
民
り
大
部
分
を
占
む
る
崎
労
働
者
階
級
を
農
業
生
産
に
使
用
す
る
こ
ご
が
他

ω部
門
に
使
用
す
る
よ

h
も
遥
か
に
多
〈
人
口
増
加
を
粛
す
こ
ず
は
重
農
率
一
蹴
以
外
に
於

τも
後
年
γ

戸
ナ
ー
が
ア
ダ
ム
-
Z

ミ
ー
に
反

劃
し
て
主
張
し
た
島
で
ゐ
る
o

而
し
て
ケ
ヰ

1
は
此
農
業
生
産
に
従
事
せ
る
第
働
者
に
謝
し
て
は
其
労
働
の
結
果

を
充
分
に
享
受
せ
し
め
ん
こ
芭
を
力
説
す
る
、
蓋
し
賞
附
タ
ヰ
リ
J

ア
ム
・

4
7
ィ
ー
が
、
労
働
の
動
機
を
以
て
貧

困
じ
め

b
E
L、
労
働
者
を
し
て
勤
勉
た
ら
し
め
ん
に
は
首
に
彼
等
を
貧
困
獄
艇
に
置
か

5
4
0
べ
か
ら
宇
正
和
L

此
設
が
可
成
b
人
口
に
脆
炎
し
て
ゐ
た
か
ら
之
が
謬
妾
を
指
摘
し
、
労
働
の
動
機
は
貧
困
で
H
H

な
〈
俄
令
労
働
者

Quesnay， Hommes. p・39
Qu<:s.uay.， '/?'. }8. 
腕aUh回.ihid. p. 326 
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の
報
酬
を
多
〈
し
、
生
計
を
安
易
な
ら
し
む
る
も
決
し
て
彼
等
を
し
て
怠
惰
に
導
〈
も
の
で
は
な
い
ニ
芭
を
高
調

す
る
日
而
し
て
農
業
努
働
者
の
高
き
賃
銀
は
必
然
に
彼
等

ω消
費
を
慌
が
し
、
財

ω循
環
を
刺
戟
し
・
結
局
農
業

生
産
の
増
加
を
費
す
e

』
吉
、
な
る
・
故
に
農
業
労
働
の
賃
銀
の
高
き
は
国
富
を
減
少
せ
し
め
す
、
反
封
に
之
が
増

加
を
粛
し
、
農
業
生
産
を
年
々
に
備
張
せ
し
な
る
ニ
吉
、
な
る
。
之
に
反
し
彼
等

ω賃
銀
低
き
時
は
、
凶
作
に
曾

せ
ん
か
、
彼
等
は
忽
ち
浮
浪
の
徒
正
化

L
、
枇
曾
の
下
居
に
沈
諭
L
、
土
地
は
荒
殿
L
B
之
が
腕
復
容
易
な
ら
古

る
仁
至
る
正
一
五
う
。

克
仁

f
Tー
は
人
口
増
加
を
抑
止
す
る
大
原
因
ぞ
農
業
課
税
に
あ
る
ご
見
晶
、
官
時
、
保
蘭
商
政
府
は
穀
物
生

産
ご
並
び
て
重
要
な
る
硝
萄
酒
に
高
き
課
税
を
な
色
ん
ご
し
た
が
た
め
、
ケ
キ

1
は
極
力
之
に
反
制
到
し
、
葡
萄
酒

の
課
税
は
一
見
・
消
山
武
者
に
之
を
輔
嫁
し
得

τ葡
萄
栽
捺
者
に
無
閥
係
な
る
が
如
〈
で
あ
る
が
、
若
し
課
税
に
よ

っ
て
葡
萄
酒
内
側
椛
が
騰
貴
す
る
時
は
岡
氏
は
代
用
飲
料
を
使
胤
す
る
に
至
る
で
ゐ
ら
う
、
且
つ
葡
萄
酒

ω消
品
賞

者
た
る
逗
隣
各
国
は
輸
入
を
見
合
は
す
結
刷
束
、
租
税
の
負
描
問
者
は
葡
萄
栽
培
者
自
身
言
な
h
之
が
高
き
時
は
栽
培

を
版
止
す
る
に
重
り
、
二
大
農
業
の
一
を
失

υ、
共
織
的
凶
官
を
減
じ
.
問
陵
に
人
口
棺
加
を
阻
止
す
る
こ
ど
、

な
晶
、
農
産
物
の
課
税
の
弊
害
は
他
の
課
税
に
比
し
甚

rし
き
も
の
が
め
る
ご
凶

斯
〈
彼
は
農
業
課
税
の
弊
害
を
漣
ぷ
る
古
共
に
真
に
一
歩
を
進
め
て
重
農
問
中
派
の
枇
曾
階
級
別
を
叙
述
す
る
、

此
階
級
別
の
経
済
的
機
能
以
後
に
彼

ω経
済
水
に
於

τ詳
細
に
設
明
せ
ら
る
、
蕗
で
あ
b
、
且
つ
他
の
卒
採
よ
3

り

の
攻
撃
の
目
標
2

こ
な
れ
る
も
の
で
あ
る
。
郎
も
彼
仁
よ
れ
ば
人
口
増
加
の
一
原
因
冗
る
既
存
人
目
的
使
用
方
法
、

郎
主
農
業
生
産
に
従
事
す
る
の
多
寡
を
常
に
念
頭
に
泣
き
つ
、
、
此
稲

ω人
々
を
以
て
生
産
階
絞
を
構
成
せ
る
も

前

手E

重
品
串
蹴
白
人
目
前

第
エ
十
七
位
官

第
五
貌

七
O
丸

丸

43.' 44. Oenvrc:5. p. 335・

45 

Qllcsnay， Hommes. p 

Quesnay， HOUlmes. p 

<-，2uesnay. p. 46. 47. 
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設

施

九
四

草
農
串
蹴
由
人
口
論

第
二
十
七
笹

E 

Q 

第
五
蹴

の
ご
見
、
且
つ
此
階
級
り
み
が
具
に
富
を
生
産
す
る
も

ω
E定
め
る
。
其
他
に
更
に
二
階
級
が
あ
る
、

及
び
圭
権
者
階
級
で
、
生
産
階
級
た
る
農
民
に
土
地
ぞ
貸
輿
し
、
或
は
和
税
を
徴
牧
し
て
生
活
資
源
ど
な
す
も
の

で
あ
り
・
生
康
階
級
が
産
み
出
す
剃
依
た
る
純
牧
入
は
結
局
彼
等
の
手
に
移
る
も
の
で
あ
る
、
他
の
階
級
は
商
一
上

業
者
か
ら
成
立
。
不
生
産
階
級
で
あ
b
相
彼
等
は
外
見
上
、
金
銭
的
枚
入
ゐ
れ

rも
、
本
来
貨
鮮
は
富
循
環
の
手

段
に
し

τ富
そ
の
も
の
に
あ
ら
す
、
従
て
彼
等
は
何
等
沼
山
生
産
を
傍
h
u
b
の
で
は
な
い
、
彼
等
は
唯
加
工
し
、

或
は
運
搬
す
る
の
み
で
あ
る
o

ケ
ヰ
!
の
経
憐
求
は
比
三
階
放
問
に
於
け
る
官
の
循
環
を
表
示
し
た
も
の
に
他
な

ら
な
い
、
尤
も
彼
は
比
三
階
級
外
に
下
層
階
級
の
存
在
を
認
め
る
が
、
之
等
は
田
平
じ
消
費
仁
の
み
表
加

L
、
山
ぬ
り

循
環
場
裡
か
ら
無
掘
し
て
も
差
支
な
き
が
放
に
表
仁
上
さ
な
か
っ
た
の
で
ゐ
る
。
彼
が
商
工
業
者
を
以
て
不
生
産

一
は
地
主

階
級
E
な
す
貼
じ
他
事
訳
出
山
一
攻
撃
が
集
中
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
そ
れ

rけ
叉
此
貼
は
重
農
問
中
振
の
特
色
正
な
れ
る
も

の
で
、
彼
は
云
号
、
布
を
製
迭
す
る
製
布
業
者
、
衣
服
を
遺
る
裁
縫
師
、
靴
を
諮
る
製
靴
業
者
は
、
料
理
人
が
主

人
に
食
事
を
提
供

L
背
幾
師
が
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
ふ
己
同
じ
〈
、
出
品
生
生
産
す
る
も
の
で
は
な
い
、
彼
等
は
報
酬

を
受
〈
る
ご
も
一
閥
会
健
の
立
場
か
ら
見
れ
ば
山
市
は
、
彼
等
の
活
動
に
よ
っ
て
豪
未
も
増
加
し
て
は
府
な
い
、
富

の
生
産
は
唯
土
地
に
依
存
L
、
土
地
の
み
が
生
産
費
を
償
っ
て
、
よ
り
以
上
に
剰
徐
を
生
産
[
宿
を
増
加
す
る
出

官
凶
生
産
が
如
何
な
る
階
級
に
よ
っ
て
行
は
る
、
か
い
明
瞭
ご
な
れ
ば
、
国
家
的
採
る
ぺ
き
政
策
は
自
ら
定
ま

る
、
そ
は
未
墾
地
の
開
拓
正
、
農
民
を
し
て
生
活
に
安
堵
せ
し
め
、
其
業
を
納
ま
し
む
る
に
ゐ
品
、
木
墾
地
の
多

い

ωは
一
見
・
農
民
の
怠
惰
に
基
〈
ゃ
う
で
あ
る
が
、
そ
は
怠
怖
で
な
(
て
、
貨
は
農
民
の
無
能
力
で
あ
る
、
此

無
能
力
は
農
村
資
金
の
快
乏
正
、
政
府
の
謀
れ
る
政
策
に
よ
っ
て
生
れ
る
。
人
々
は
農
村
人
口
の
減
退
一
を
嘆
〈

Quesnay， p. 52・25) 



が
・
其
原
凶
た
る
農
村
の
官
ゆ
減
少
を
嘆
〈
も
り
を
見
江
川
也
、
人
々
は
小
市
役
の
増
涯
を
希
望
し
乍
ら
共
生
産
に
幾

何
の
投
川
を
要
す
る
か
を
知
ら
な
い
、
期
〈
論
じ
来
っ
て
、
ゲ
ヰ

l
は
農
民
山
川
貧
刷
版
印
刷
凶
士
通
ぺ
、
又
も
や
農
業

融
枇

ω不
可
な
る
を
論
じ
っ
、
2

F

4

ァ
の
重
工
政
策
己
穀
倒
引
下
げ
策

ω誌
謬
を
ぺ
按
可
る
G

乍
然
農
民
は
叉
徒
ら
に
殺
刑
囚

ω高
き
こ
正
の
み
を
希
謎

L
て
は
な
ら
な
い
、
彼
等
は
反
耐
に
於
て
生
成
技
官
節

約
宇
る
方
法
を
講
中
る
を
M

ー
す
る
、
而
し
て
そ
の
た
め
に
は
仰
附
両
首
川
に
行
は
叫
に
ゐ
小
成
組
制
を
大
農
組
織

に
、
耕
作
用
的
牛
を
隔
に
換
え
ね
ば
な
ら
ぬ
、
此
市
市
は
ゲ
キ
!
の
農
業
技
術
論
ご
し

τ、
「
殺
物
論
」
一
諸
山
川
論
旨

を
形
成
し
て
ゐ
る
が
、
仙
加
は
此
人
口
を
一
市
宇
る
論
文
に
於
工
も
必
同
一
雌
同
日
を
遇
‘
へ
て
ゐ
る
は
必
派
技
を
低
下
す

る
わ
い
め
に
人
附
妙
働
に
代
る
べ
き
峨
創
的
力
が
ゐ
れ
は
之
金
利
刈
す
べ
主
は
勿
論
で
め
ゐ
が
‘
此
力
を
利
川
し
得

ざ
る
農
産
物
が
ゐ
る
、
仙
陥
商
に
於
け
る
二
大
農
苅
物
の
一
た
る
術
甜
的
抜
出
に
於
て
は
、
全
〈
人
仰
の
腕
以
外

の
も
山
り
を
川

ο件
な
い
、
従

τ悩
特
山
相
坊
に
於
て
は
伝
説
設
が
殺
物
よ
h
一
品
、
』
は
前
総
で
の
晶
、
乍
然
比
生
産
投

ω向
き
は
一
小
欠
叫
山
川
り

4
怖
に
基
〈
が
故
仁
、
之
が
引
下
げ
は
純
一
却
で
ゐ
品
、

以
て
葡
叫
判
抜
位
相
'
Y
M
胆
辿

L
、
之
を
殺
物
生
産
に
山
り
し
め
、
以
工
都
市
労
働
者
凶
生
討
を
安
易
な
ら
し
め
ん
ど
す

る
が
、
出
削
萄
殺
培
は
之
を
他
闘
に
輸
出
す
る
こ
と
仁
よ
丹
て
岡
山
品
企
仰
凶
耐
に
訴
す
も
の
で
あ
る
が
放
に
、
之
を

抑
魅
す
る
は
誕
で
あ
る
。

終
始
一
貫
コ
ペ
へ
ア
の
重
工
政
策
を
制
捜

L
来
っ
た
ケ
ヰ
ー
は
乍
然
、
総
て
の
農
民
を
誼
wr
訓
し
、
之
を
侭
越

す
ぺ
し
ビ
主
張
す
る
の
で
は
な
い
、
等
し
〈
農
民
正
云
う
も
の
、
、
中
に
も
生
庭
的
な
る
も
の
巴
然
ら
古
る
も
ゆ
ご

が
あ
る
、
側
関
西
に
於
け
る
農
民
の
相
常
放
は
彼
等

ω消
費
を
日
的
ご
し
て
些
釧
な
る
農
作
を
倍
ん
で
ぬ
る
、
彼

ヲ

U
F

ペ
y

的
政
策
炉
、
一
品
川
間
山
放
を

詑

苑

ゴL
ヨ王

第
二
寸
七
桂

京
農
胤
中
抵
白
人
口
論

七

部
正
規

Quesllay， p・53.54・
Quesnay， p. 57 
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詑

第
三
十
七
岱

iL 
~ ，、

事由

重
良
型
抵
白
人
口
論

拍
伊
貰
抗

七

等
は
除
剃
生
産
を
行
は
ざ
る
が
た
め
.
岡
山
品
川
り
上
よ
り
見
れ
ば
純
一
関
係
ゆ
も
の
で
ゐ
る
、
否
、
彼
等
ゆ
た
め
に
も

叫

岡
家
は
行
政
設
を
抽
出
投
L
っ
、
ゐ
ι

M

Y

故
ド
、
彼
等
川
り
存
在
は
岡
山
に
損
失
を
興
え
る
も
の
で
ゐ
る
、
従
て
前
農

主
義
者
は
先
づ
玉
石
川
出
靖

ω
農
民
を
臥
別

1
、
立
(
前
一
ん
十
〈
き
正
否

t
を
H
T
た
ね
ば
な
ら
品
。
ケ
ヰ
!
の
此
見
解

を
見
れ
ば
・
叶
一

ω向
学
者
が
重
鹿
半
減
正
一
五
へ
ば
紙
批
判
に
農
業
会
班
を
重
要
脱
[
、
偏
重
す
る
も
の
ご
刷
附
す
る
こ

tω
説
れ
る
を
知
h
得
品
で
ゐ
ら
う
。

生
産
技
節
約
的
問
凶
己
附
聯
し
E
興
味
ゐ
る
は
、
世
川
勃
山
県
せ
る
工
業
に
伴
ム
諸
機
械
的
俊
明
ピ
失
業
問
問
で

ゐ
品
、
ケ

-141ω
機
械
川
仰
は
川
刷

Jω
誕
歩
的
で
ぬ
る
、
常
時
ソ
オ
Y

の
織
布
業
に
於
て
機
械
り
俊
明
は
織
布

ω川
刷
物

を
暴
落
せ
し
め
、
一
方
従
来
日
只
り
失
業
を
生
せ

L
む
る
が
た
め
，
之
が
採
川
を
桓
否
し
、
又
之
ピ
川
一
問
題
は
す

オ
l
メ
川
ご
ロ
ア

1
F川
正
念
辿
絡
す
る
迩
川
川
り
開
催
は
、
荷
物
運
搬
業
者
を
失
業
せ
し
む
る
正

τ之
が
反
州
到
の

挫
で
品
か
っ
た
、
又
巴
出
品
市
じ
於
て
水
泊
を
設
位
す
る
に
到
し
従
来

ω
飲
料
水
配
法
人
が
失
業
す
る
ど
の
反
封
も

め
っ
た
、
ゲ
キ

1
は
此
等
小
川
反
仙
割
論
を
以
て
一
局
部
セ
見
て
、
人
州
知

ω幸
一
一
刷
台
お
れ
た
偏
見
に
い
し

L
て
、
も
し
失

卸

業
者
が
鴨
川
叫
1
得
な
り
れ
ば
・
北
(
間
資
本
家
な
り
公
共
同
憾
な
h
ノ
が
、
彼
等
を
扶
養
す
べ
し
ご
一
去
っ
て
ゐ
る
ι

ケ
ヰ

lω
人
口
論
は
以
上
叙
辿

l
た
る
蕗
い
よ
ら
知
ら
品
、
如
〈
、
人
口
そ

ω
も

ω
を
以
て
官
な
り
正
す
る
人

口
増
加
論
者
に
反
謝

L
・
恰
か
も
マ
片
ヲ
ス
り
抑
制
ふ
る
が
如
〈
、
人
口
り
増
加
は
生
活
資
料
り
布
在
を
前
提
ご
す

る
、
換
言
す
れ
ば
年
々
生
産
を
印
刷
返
さ
品
、
官
り
現
が
を
必
挺
ご
す
る
、
今
も

L
此
前
誌
を
破
っ
て
人
口
増
加
す

ご
せ
ば
、
増
加
入
口
は
必
す
や
悲
惨
な
扶
恕
に
沈
諭
し
、
阪
存
の
閥
富
士
消
費
し
闘
家
的
表
広
ご
な

h
、
訟
に
人

Qnesn芯y，p. 59 
Q lIesn~ly ， p. 71. 72. nole 
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日
自
身
り
減
退
を
生
宇
る
o

無
附
に
人
口
を
増
加
す
る
ζ

子
伊
-
以
て
岡
宮
川
り
府
進
な
b
ご
考
ふ
る
人
口
論
者
は
、

金
銭
川
り
蓄
脱
毛

ωも
り
を
以
て
問
問
富
な

b
ご
考
ふ
る
霊
尚
主
義
者
ョ
己
目
立
(
に
誤
謬
に
附
つ
工
ゐ
る
正
一
五
う
に
ゐ
る
、

而
し
て
金
鋭
り
獲
得
り
泌
札
る
訟
に
進
み
た
る
た
め
一
北
口
し
た
る
西
川
牙

ω例
を
恕
げ
、

同
凶
が
ア
メ
リ
カ
の
後

見
以
前
は
有
数
り
農
業
凶
正
し
℃
繁
栄
し
た
に
か
、
わ
ら
す
、

秘
一
返
り
令
鋤
り
品
目
見
に
よ
の
凶
内
山
り
生
産
力
を
奉

闘
力
も
亦
、

げ

τ之
に
使
加
し
た
り
し
が
た
め
凶
内
町
山
料
品
南
北
九
・

仙
川ぺ
農
業
が
唯
一
ゆ
生
産
お
に
ゐ

h
r
h説
ず
る
佐
山
崎
主
義

ω中
心
川
山
似
品
弘
通
で

従
主
蕊
微

L
人
口
山
減
退

L
た
り

l
市
引
を
地

人
口
に
阿
川
柳
ト
一
-LM刊
桶

ω
紙
、
的
問

越
に
設
、
さ
及
ん
だ
の
が
彼
ゆ
寸
人
日
諭
」

目
。
呂
日

2

の
延
ば
で
あ
る
U

以
k
で
陥
々
ケ
キ
!
の
人
日
諭
を
叙
湛
し
得
た

z
mは
れ
る
が
ら
次
に
ミ
一
フ
ボ

1ω
人
口
に
附
す
る
考
察
に
移

る
で
ゐ
ら
う
。

E
-
フ
ボ
!
の
「
人
間
の
友
」

ク
ヰ

l
山
人
口
論
は
、
人
日
府
川
論
者
が
人
口
を
宙
な
り
己

L
M時
ら
人
日
収
加
公
英
附
す
る
に
反
l
、

ー
の
稲
ふ
る
が
如
〈
人
口
増
加
の
先
行
保
件
を
匁
す
も
り
は
生
活
り
資
料
で
あ
ら
、
生
活
資
料
の
存
夜
以
上
に
人

口
は
増
加

l
得
る
も

ωで
な
い
-
二
子
炉
』
主
張
し
た
る
結
に
其
特
色
を
有
す
る
、
而
L
て
ミ
ヌ
ボ
ー
の
人
口
論
は
此

雨
極
端
ケ
子
l
z
所
副
人
U
論
者
三
の
巾
間
に
立
も
、
人
口
は
広
そ
り
も
り
な
る
ご
共
に
そ
は
生
活
'
d
H
料
ゆ
存

在
世
前
提
言
す
る
こ
子
炉
』
総
め
、
猶
、
人
口
ご
生
活
資
料
ご
の
閲
係
は
か
子
!
の
詑
〈
が
如
〈
純
粋
に
一
方
的
で

?

U

Y

サ

は
な

F¥
相
互
が
原
因
ご
な

b
結
川
市
ご
な
る
こ
ご
を
訟
か
ん
Z
す
る
じ
ぬ
る
。

設

苑

草
良
県
抵
の
人
U
諭

鉛
h
抗

第
二
十
セ
佳

七

2 

)1， 
じ
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誼

現包

第
二
十
七
巻

七
一
四

前
向
田
川
中
砥
白
人
口
論

第
五
拙

~h. 
P、

ミ
ラ
ポ
ー
の
著
作
は
其
題
名
「
人
間
山
友
」
が
一
不
す
如
〈
股
密
な
る
wm済
学
上
の
著
述
で
は
な
い
、

は
本
来
綬
済
事
者
で
は
な
く
、
道
徳
家
、
政
治
家
乃
至
熱
出
川
中
部
で
あ
る
o

熱
情
家
t
ゐ
る
が
放
に
問
中
却
に
於
て
b

貨
際
問
題
に
際
し
ー
も
畑
山
現
を
泌
さ
ん
ざ
す
る
蕗
が
め
る
c

此
理
由
に
よ
っ

t
ヶ
?
ー
に
比

L
I
彼
的
議
論
が
科

学
性
に
乏
し
き
は
不
止
符
る
事
で
ゐ
る
さ
思
う
o

如
何
に
彼
が
率
向
上
凶
瓶
念
に
腿
昧
に
、
且
ヴ
無
制
明
者
で
ゐ
る

か
は
次

ω例
が
之
を
一
不
す
。
「
人
岡
山
附
加
は
之
を
人
口
ピ
初
昔
、
而

L
て
土
地
内
生
注
物
的
増
加
を
農
業
三
五

う
」
、
共
に
増
加
な
る
文
字
を
掃
入

L
た
る
は
解
す
る
に
背
[
む
彪
で
あ
っ
て
、
之
れ
政
ら
〈
彼
の
性
緋

ω
部則す

ミ
ヌ
ポ

I

雌
な
の
で
ゐ
-b
う。

ミ
一
フ
ポ
ー
は
第
一
容
抽
出
三
ぷ
を
「
生
活
資
料
を
塙
加
し
得
ゐ
唯
一
山
農
業
は
諸
技
術
的
治
尚

ωも
の
な
り
」
Z
旭

L
て
、
霊
山
融
問
中
-
似
の
根
本
思
想
を
述
べ
て
ゐ
る
の
で
ゐ
る
が
、
彼
は
ゲ
ヰ
!
め
如

f
刑
品
川
階
級
世
悩
別
L
農
以
的

み
を
唯
一
の
生
産
階
級
ピ

L
、
他
を
生
産
に
盛
加
せ
芯
る
b
山J
正
す
る
の
で
も
な
〈
、
又
農
業
叫
他
に
優
る
所
以

を
科
準
的
に
説
〈
的
で

h
な
い
。
彼
に
あ
っ
て
は
限
農
業
が
滋
仙
川
正
合
致
す
る
生
産
業
な
山
で
此
立
昧
じ
於
マ
農

業
が
人
間
最
高

ω技
術
な
る
を
説
〈
り
で
あ
る
。

彼
は
此
世
官

ω題
名
守
人
間
り
友
」
が
一
不
す
如
〈
、
人
類
の
特
色

t
以

τ北
(
刷
合
性
に
ゐ
ふ
り
ざ
し
て
、
之
4Mι

本
書

ω

基
調
Z
す
る
の
で
ゐ
る
が
、
先
づ
彼
は
従
来
的
動
物
の
二
大
分
類
た
る
野
獣
子
家
主
同
己
の
凶
別
を
峻
昧
な
h
ご
し

て
巳
片
付
、
孤
立
的
動
物
己
批
曾
的
動
物
ビ
に
H
T
も
、
人
類
山
特
色
を
後
者
に
あ
り
ご
す
る
、
乍
然
、
人
類
の
行
動

は
慌
に
必
す
し
も
此
特
色
を
砧
困
却
す
る
も

ωで
は
な
い
、
時
に
は
反
枇
合
性
、
孤
立
性
を
山
す
り
で
ゐ
る
が
、
之

は
食
慾
ご
な
b
、
農
業
以
外
的
人
類
活
動
ご
な
っ
て
表
現
苫
れ
る
、
食
慾
は
先
つ
金
銭
に
向
り
ら
れ
る
が
、
金
銀

Gonnard， Histoire de.io doctrines de 1>1. Popu!ation， lp. 161. 
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は
箪
に
人
の
手
を
移
る
に
止
ま
b
、
富
そ
の
も
の
で
は
な
い
、
之

-r自
己

ω手
に
止
め
る
に
は
、
土
地
に
塊
設
す

る
の
他
は
な
い
同
然
る
に
農
業
は
人
数

ω特
色
た
る
枇
命
日
性
セ
畿
叩
押
す
る
仕
事
で
あ
り
、
最
も
高
貴
な
も

ω
で
ゐ

h
、
相
互
扶
助
性
を
も
っ
た
も
の
で
あ
る
、
農
業
上
の
後
明
が
ゐ
っ
た
時
に
は
俊
明
者
は
そ
れ
を
断
す
こ
正
な
〈

隣
人
に
告
げ
る
で
あ
ら
う
.
他

ω仕
事
で
は
従
明
者
以
そ
れ
を
出
す
に
努
力
す
る
で
ゐ
ら
う
が
、
農
業
印
刷
曾
性

拍，

は
之
を
許
き
な
い
O

三一一フポ

l
仁
ゐ
つ

τは
操
業

ω
優
越
性
は
先
づ
館
一
に
人
知
的
道
徳
さ
の
合
致
で
ゐ
る
、
尤

も
グ
ヰ
ー
も
農
業
が
自
然
川
り
秩
序
。
丘
3
2
E互
に
依
出
陣
す
る
こ
ご
多
言
ζ

ご
を
池
べ
、
白
然

ω
秩
序
は
印
ら
紳

の
燐
理
で
ゐ
る
か
ら
農
業
は
岬

ω意
思
に
恭
〈
唯
一
の
康
楽
で
あ
る
こ
さ
を
遁
べ
で
は
居
る
が
、
ミ
ラ
ポ
!
の
道

徳
吉
は
グ
キ
!
の
如
き
‘
岬
怖
い
意
味
の
も
の
で
は
な
い
、
ケ
ヰ
!
は
自
然
り
秩
序
己
人
潟
の
秩
序

o
正
百
吉
弘
ミ

ピ
を
一
地
別
し
後
者
は
前
者
に
よ
っ
て
の
み
人
類
枇
命
日
り
呉
川
り
秩
序
ご
な
る
ニ
ご
、
自
然
的
秩
序
は
永
恒
に
百
一
り
不

畿
で
あ
る
が
入
籍
り
そ
れ
は
市
仁
縫
化
す
る
'
』
さ
等
を
過
ぺ
て
ゐ
る
が
、
ミ
一
フ
ポ

l
の
道
徳
は
オ
ン
ゲ
Y

の
一
五
へ

る
が
如
〈
、
唯
人
類
枇
曾
の
表
面
的
な
も
の
に
池
ぎ
な
い
、
ミ
ラ
ポ

l
の
肴
似
せ
る
虞
は
ケ
ネ
!
の
所
諦
入
籍
の

η
 

秩
序

rけ
で
あ
る
c

第
二
に
ミ
フ
ポ
ー
に
よ
れ
ば
農
業

ω優
越
牲
は
共
寛
利
性
じ
基
〈
、
彼
は
云
う
、
農
業
を
無
脱
し
た
る
閤
家
に

L

て
永
縦
し
た
る
も
の
は
史
上
に
一
つ
も
な
い
、
希
臓
は
工
義
誠
一
術
に
後
世
を
驚
か
す
に
足
っ
た
が
、
彼
等

ω重

要
減
し
た
の
は
立
法
者
、
質
問
中

4q
詩
人
.
川
却
帥
耐
家
等
で
あ
っ
て
最
も
必
要
な
る
農
業
は
奴
隷
仁
委
し
て
願
慮
ゼ

ら
れ
な
か
っ
た
、
其
結
川
ポ
希
耐
胸
囲
家
は
永
鮒
せ
な
か
っ

π、
経
馬
仁
ゐ
つ
て
は
農
業
は
漸
〈
重
要
秘
さ
れ
、
農
民

の
嶋
労
働
は
裁
判
官
、
崎
市
箪
等
り
そ
れ
Z
等
制
3
れ
た
が
然
し
彼
等
維
将
人
の
心
奥
に
潜
む
も
の
は
任
肱
叫
慾
訟
で

観

苑

1， 
九

第
二
十
七
容

重
良
皐
蹴
白
人
口
論

七

宜

第
五
批

.M恥Mir昨叫主

p. 97・98.
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説

単品

8 

停
二
十
七
巻

司
直
平
仮
の
人
口
前

b
-
大

鎮
圧
披

あ
っ
た
、
そ
れ
が
た
め
に
遂
に
は
農
業
以
奴
隷

ω手
仁
委
ね
ら
れ
た
、
而
し

τ経
持
者
征
服
し
た
野
踏
人
越
は
叉
竿

指

事
的
政
治
を
敷
く
に
依
念
な
か
っ
た
か
ら
岡
山
部
的
繁
栄
を
期
待
し
得
な
か
っ
た
。
歴
史
を
顧
ゐ
仁
農
業
を
無
視
し

て
紫
後

L
た
闘
は
一
つ
も
な
い
、
農
業
こ
そ
は
道
徳
上
最
も
合
識
す
べ
き
仕
事
た
る
ご
共
に
最
も
-wH
利
的
な
も
り

で
あ
h
、
且
つ
之
に
投
じ
た
る
人
間
的
労
力
は
利
益
を
統

L
t
必
守
共
人
に
師
ム
リ
来
-
巾
仕
端
で
あ
る
。

ミ
ラ
ポ

l
は
第
四
立
を
「
操
業
に
闘
す
る
仰
山
剛
一
的
的
優
越
」
ご
題
し
、
農
業
は
気
候
ご
土
地
山
県
総
吉
的
自
然
僚

件
に
、
農
民

ω勤
勉
を
加
え
1
初
め

τ完
さ
を
符
る
ο

仰
陥
商
は
此
三
保
件
を
備
え
、
加
ふ
る
に
閥
抗
捌
に
鋒
ゆ
る

山
母
は
中
央
の
腐
き
沃
野
に
水
流
を
具
え
、
自
然
仁
川
市
叫
仙
の
便
を
山
県
え
て
ゐ
る
、
側
副
剛
西
は
之
等
め
依
ん
件
仁
於

て
、
欧
洲
第
一
で
あ
る
、
然
る
に
備
附
西
山
農
業
が
振
興
せ
ざ
る
は
何
故
で
あ
ら
う
か
ご
設
問
す
る
。

之
に
答
へ
る
は
第
五
章
「
牒
業
を
友
微
せ
し
む
る
不
都
合
な
諸
事
情
』
で
め
る
o

ミ
ラ
ポ
ー
は
仰
的
阿
農
業
を
一
一
流

倣
せ
し
む
る
叫
怖
を
列
車
吊
し
て
ゐ
る
が
‘
先
づ
第
一
に

T
干
l
t
は
全
く
反
謝
に
、
彼
は
小
農
制
度
全
以
て
大
農

制
皮
に
優
れ
い

h
z
L、
賞
作
都
市
山
内
誌
が
土
地
を
粂
併
し
・
胤
先
山
博
求
内
自
作
燥
が
此
勢
に
版
泊
さ
れ
つ
、
ゐ
る

の
を
以
1
、
仰
的
孤
農
業
表
制
的
第
一
服
凶
な
ら
記
す
る
、
ミ
ラ
ポ

1
自
身
大
地
主
で
あ
っ
た
が
或
日
自
ら
其
所

有
地
を
巡
刷
せ
る
時
、
仕
掛
川
介

ω垣
桃
山
外
企
・
辿
れ
る
旅
人
が
、
働
け
る
良
夫
に
此
土
地
内
所
有
者

ω
誰
な
る
hr
を

聞
き
、
土
地
が
剤
耐
糾
合
以
℃
級
は
れ
荒
る
、
に
委
せ
て
ゐ
る
事
を
以
て
、
某
所
布
者

ω品
川
鈍
セ
笑
っ
た
の
を
聞

き
‘
翻
然
悟
る
彪
ゐ

h
・
其
所
布
地
を
分
制
し
て
農
夫
に
貸
付
け
た
れ
ば
‘
彼
等

ω勤
勉
は
忽
丸
刑
抹
を
拓
き
美

。

回
ご
な
し
ミ
ラ
ず
1

山
収
入
を
も
二
倍
す
る
に
至
ら
し
め
た
、
此
質
駿
を
一
例
諮

Z
L
て
日
〈
、
大
品
川

ω
生
棲

は
其
池
を
荒
す
如
〈
、
大
地
主
は
小
地
主
を
併
呑
し
、
自
作
農
を
一
求
む
せ
し
め
、
土
地
を
荒
康
仁
蹄
せ
し
む
る
、

Mirabeau. p. 89-91 
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蓋
L
土
地
は
所
有
に
伶
ム
愛
着
心
を
以

τ初
め
て
北
(
放
川
市
を
俊
揮
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
で
め
る
。
疋
に
ミ
ラ
ポ

ー
の
議
論
は
一
歩
Jf
進
的

τ道
徳
諭
に
入
る
、
印
ち
之
等

ω大
地
主
は
自
己

ω所
有
地
に
止
土

hτ
土
地
を
管
理

す
る
に
あ
ら
十

L
τ
、
大
都
曾
に
山
で
脅
修
の
生
活
を
笹
み
・
同
凶
り
げ
隔
を
吸
牧
し
て
都
市
に
で
消
費
す
る
が
に

め
、
田
闘
が
盆
々
鋭
弊
し
、
合
せ
て
都
市
川
り
講
修
的
生
活
が
農
民
を
誘
惑
し
、
都
市
集
中
古
田
闘
荒
廃
ご
を
件
ム

こ
ご
を
鴎
〈
ν

州
抑
制
酬
両
農
業
一
一
蕊
創
的
第
二
川
り
原
闘
は
・
第
二
派
閥
ご
闘
聯
ず
る
蕗

ω
人
口
及
び
宮
的
都
市
集
中
で
あ
る
・
都
市

の
山
町
で
も
人

hHω
日制服

μ
U盟
で
め
品
、
ミ
フ
ポ

l
u
日
〈
.
岡
山
泳
ι

に
己
り
て
首
府

ω
存
す
る
は
人
間
仁
於
け
る

頭
脳
の
如
き
で
ゐ
品
、
然

L
一
凶
臓
が
大
仁
氾
ぎ
血
液
が
此
蕗
仁
集
中
す
る
時
は
身
慨
は
熔
せ
衰
え
る
は
自
然
的
理

で
ゐ
る
、
或
は
又
都
市
は
焔
に
川
甘
え
が
事
が
山
来
る
、
大
量
な
胞
は
胤
恨
の
流
通
を
妨
げ
俄
燥
を
害
す
る
で
め
ら

う
、
農
民
が
土
地
を
一
来
て
、
抑
制
曾
に
集
中
す
る
は
倒
的
西

ω閥
官

ω狐
を
細
川
向
ぜ

L
む
る
も
の
で
ゐ
る
己
。

第
三
山
山
家
倣
Mm
因
は
政
治
川
町
不
安
定
E
ゐ
る
.

V

ャ

I
M
F
九
世
ゆ
時
に
は
仰
闘
西
川
り
人
口
は
千
九
百
持
で
ゐ
っ

た
が
、

U
F

キ
十
四
世
の
時
に
は
千
七
百
両
に
減
じ
て
ゐ
る
、
此
.
風
間
は
政
泊
の
不
安
定
正
之
に
伶
λ
重
税
、
宗
教

的
似
泡
等
で
ゐ
る
o

第
四
は
利
子
の
卒

ω
一
一
向
当
こ
ご
で
あ
る
、
比
(
結
旧
柄
、
資
本
は
脊
修
日
間
工
業
に
集
b
、
利
盆
恋
・

の
低
い
農
業
に
は
殆
ど
投
下
せ
ら
れ
な
い
、
自
H

業
金
融
内
一
一
地
迫
は
農
業
主
一
元
頒
せ
し
む

ε大
原
悶
で
あ
る
。

備
陥
商
農
業
友
利
刷

ω諸
派
閥
を
暴
げ
古
都
つ

τミ
一
ア
ボ
ー
は
之
が
劉
策
を
第
六
章
以
下
に
示
す
の
で
あ
る
が
、
之

等

ω問
題
は
議
に
聞
係
な
き
が
放
に
之
を
省
〈
、
さ

τ以
上

ω如
、
吉
備
関
西
農
村

ω
衰
額
は
必
然
に
人
口
り
減
退

を
仲
は
ね
ば
な
ら
肉
、
然
ら
ば
ミ
日
一
フ
ポ
ー
が
人
日
に
闘
し
て
如
何
な
る
考
を
も
っ
て
ゐ
た
で
わ
ら
う
か
。

誌

耳目

O 

第
二
十
七
巻

第
五
銑

世
良
棋
抵
の
人
口
論

t 

七

Mirahe孔U，p. T3..J.. 137田 138.'48 
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説

苑

京
直
面
申
援
の
人
口
論

第
三
十
む
佳

七

八

第
五
貌

O 

ミ
ラ
ポ
ー
は
彼
の
人
口
論
の
要
旨
を
第
二
章
「
生
活
資
料
の
存
在
程
度
は
人
口
の
そ
れ
を
一
市
す
」
Z
題
し
て
遁
べ

て
ゐ
る
。

仰
蘭
西
人
口

ω
減
退
を
嘆
げ
る
多
く
の
識
者
は
諸
楠
山
り
防
止
策
セ
考
案
し
て
ゐ
る
、
結
婚
叫
奨
川
叫
濁
身
者
腿

誼
.
子
供
を
布
す
る
家
庭
仁
補
助
金
支
給
等
は
之
で
あ
る
が
、
之
等
の
策
は
人
目
減
退
い
り
一
胤
闘
を
解
せ
明
、
る
が
た

め
、
宛
hr
も
叩
仰
を
蒔
仰
や
し

τ問
料
を
施
し
、
水
守
拠
え
、
以
て
牧
穫
を
夢
み
る
が
如
き
も
の
で
ゐ
る
。

人
口
は
生
活
資
料

ω存
↑
仕
を
前
提
ざ
す
る
.
生
活
資
料
の
ド
仔
在
以
上
に
人
日
を
増
加
!
得
る
な
ら
ば
‘
比
世
界

に
羊

ω数
よ
り
も
狼
的
数
が
何
阿
倍
か
す
る
-
揮
で
あ
ら
う
。
又
倒
身
者
り
多
い
こ
子
宮
非
難
す
る
前
に
、
何
が
協

に
獅
身
者
が
多
い
か
の
理
由
を
究
め
る
必
要
が
ゐ
る
、
そ
は
全
〈
生
活
資
料
を
侠
〈
が
放
に
家
・
足
h
z
有
も
得
な
い

の
で
ゐ
る
、
総

τ人
口
は
生
活
資
料
ゆ
存
在
を
前
提
ご
し
て
初
め
て
増
加
し
得
る
、
然
ら
ば
人
口
を
増
加
せ
し
む

べ
き
生
活
資
料
は
何
広
か
ら
得
ら
る
、
か
、
昔
・
勤
勉
な
る
一
経
町
内
人
は
一
ア
庁
パ
ン
の
土
地
を
耕
す
こ
ご
に
よ

っ
て
彼
り
家
族
を
養
ひ
来
っ
た
、
而
し
て
何
等
緋
Z

V
る
旧
叫
世
人
は
限
狩
猶
に
よ
h
て
生
命
を
縦
い
で
ゐ
た
か
ら

一
人
が
生
〈
る
に
五
十
ア
戸
バ

Y

の
土
地
を
要
し
た
、
此
比
例
で
計
算
す
れ
ば
常
千
ア
ケ
ρ
y
の
農
地
は
五
千
人

の
人
民
を
養
ひ
得
る
が
、
土
地
を
耕

zuv
る
野
敏
人
は
此
而
読
で
僅
か
に
一
一
十
人
を
養
ひ
得
る
に
過
ぎ
な

ν
、
出

是
凱
之
、
人
口
的
増
加
を
養
ひ
得
る
も
の
は
土
地

ω耕
作

ω他
は
な
い
、
農
業
に
よ
h
て
の
み
多
〈
の
人
口
を
護

ひ
得
る
の
で
ゐ
る
。
農
業
を
表
む
に
委
ね
、
土
地
句
荒
燕
り
催
に
莱

τ
¥
結
婚
雄
両
共
他

ω
法
令
を
出
す
も
・

そ
は
何
等
人
口
を
堆
加
せ
し
む
る
も
の
で
は
な
い
。
之
に
反
し
、
若
L
生
活
資
料
が
豊
富
で
め
る
な
ら
ば
人
口
は

毅
物
庫
に
於
り
る
鼠

ω如
〈
増
加
す
る
で
ゐ
ら
う
、
仮
令
戦
守
、
殺
裁
の
如
き
町
中
が
度
重
ら
う
ピ
も
、
生
活
資
料

p. 38 
p. 42 • 

p. 43. 

44) 

45) 

46) 



に
依
か
な
け
れ
ば
人
口
の
減
退
を
生
ザ
な
い
。

以
上
に
よ
っ
て
ミ
ラ
ポ
ー
が
人
口
増
加
り
必
然
的
保
件
正
し
て
生
活
資
料
り
存
在
十
高
調
し
て
ゐ
る
こ
と
十
一
知

ら
る
、
が
、
而
し
て
叉
此
鮎
は
ケ
ヰ
ー
の
主
朕
ピ
同
一
で
あ
る
が
、
然

L
グ

斗

l
に
あ
り

τは
彼
的
円
棋
は
常
時

の
人
口
増
加
前
政
論
者
に
一
矢
を
酬
ゆ
る
に
あ
っ
た
、
然
る
仁
ミ
ラ
ボ
ー
に
あ
っ
て
は
共
本
旨
は
何
よ
h
も
人
口

を
柑
加
せ

L
り
る
こ
ピ
で
め
っ
た
o

人
口
増
加
企
唯
一
日
的
ご
し
て
共
た
め
に
農
業
十
一
抽
出
削

L
、
生
活
資
料
eV
山豊

富
な
ら
し
め
ん
ご
し
た
、
彼
自
身
人
口
増
加
論
者
正
問
じ
く
人
口
を
以
て
寵

εの
も
の

ι訓
脚
立
文
句
は
諸
蕗
に
見

毛
践
で
あ
る
が
、
彼
に
於
て
は

aMは
土
地
ご
人
日
記
か
ら
成
り
立
つ
、
而
し
て
人
口
Z
農
業
ど
は
?
み
!
の
云
ム

如
く
一
方
が
版
悶
で
ゐ
り
他
方
が
結
川
本
で
あ
る
王
国
う
一
方
的
側
係
で
は
な
〈
、
相
U
u
関
係
で
あ
る
H

農
業
の
繁

栄
は
生
活
資
料
を
川
豊
富
じ
拠
ふ
る
結
川
市
、
人
口
増
加
正
な

h
、
人
口
増
加
は
消
投
を
増
地

1
立
(
結
県
農
業
や
繁
柴

せ
L
む
、
耐
者
は
悶
芭
な
り
川
端
正
な
る
も
の
で
ゐ
る
c
彼
M
H
第
二
意
的
終
的
何
を
「
吾
人
は
人
口
柑
加
が
如
何
に

同

し
て
生
活
資
料
の
増
加
を
迫
く
か
そ
研
究
す
る
で
ゐ
ら
う
」

Z
結
ん
で
ゐ
る
仁
徴
し
て
も
彼
が
此
附
係
を
ケ
品
!

の
如
〈
一
方
的
に
生
活
資
料
を
原
因
正

L
、
人
口
地
加
を
装
結
川
市

t
考
え
て
ゐ
な
レ
で
.
謀
反
針
作
却
を
も
認
め

て
ゐ
る
事
堂
知
る
こ
正
が
山
北
部
る
ο

従
て
ミ
ラ
ポ
ー
の
人
口
論
は
・
首
附
恰
か
も
砂
川
誠
ぜ
な
れ
る
人
口
論
4

4

3

1

ω説
を
右
端
正
し
、
ゲ
ヰ

l
の
人
口
論
を
之
じ
正
μ
体制

ω左
端
正
す
れ
ば
、
了
間
四
此
中
間
仁
存
す
る

司ロ
-
P
E
O
ロ{ω
門

も
の
ご
云
ム
ペ
き
で
あ
ら
う
。

説

苑

第
二
十
七
を

七

1. 

第
五
肱

。

重
良
県
・
紙
由
人
目
前
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